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●�インプラント治療成功の本質を�
「術後管理」から問い直す一冊

　齋藤先生とは 2010 年前後にアメリ
カ歯周病専門医課程の苦楽を共にした
同志である．同時期の日本人留学生で
女性歯科医師はまれだったので非常に
印象的だったのを鮮明に覚えている．
当初から周囲の男性留学生歯科医師に
とっても「姉御肌」的な存在で，非常
にストレートな表現をされる一方，人
間関係もとても大切にされるクール
ヘッドとウォームハートをもつ歯科医
師である．気がつけばアメリカ歯周病
界において One and Only の存在感を
放っており，彼女なしでは学会コンセ
ンサスは生まれないのではないか？ 
と思わせるくらい歯周病学・インプラ
ント学の学術・研究における日本人の
第一人者である．そのフロントラン
ナーが，現場対応に苦慮するインプラ
ント周囲炎に関して現場の歯科医師，
歯科衛生士に向け大変わかりやすい書
籍を執筆された．それはカジュアルな
グローバルコンセンサスと思っていい．
　近年のインプラント治療は，デジタ
ルワークフローや材料学の進歩によっ
て，埋入精度や審美性の向上が著し
い．一方で，長期的成功率を左右する
最大の要素は依然として「メインテナ
ンス」であることに異論はないだろう．
本書はその本質に真正面から切り込ん

だ一冊である．本書の最大の特徴は，
「インプラント周囲炎をいかに治すか」

ではなく，「いかに発症させないか」
という予防中心の思想に貫かれている
点にある．インプラントは天然歯とは
異なる生物学的特性を有し，上皮性付
着，結合組織の走行，血流供給などに
おいて脆弱性を抱える．著者はその点
を踏まえ，天然歯のメインテナンスの
延長線上としてではなく，“インプラ
ント特有のリスク管理学”としてメイ
ンテナンスを再定義している．
　特に印象的なのは，メインテナンス
を単なる「クリーニング技術」に矮小
化していないことである．患者のリス
ク評価，セルフケア能力，補綴形態，
咬合，軟組織マネジメント，さらには
患者教育や医院システム設計に至るま
で，多角的な視点から論じられてい
る．これは，インプラント治療を包括
的医療として捉える現代歯科医療の方
向性とも一致する．
　また，本書は歯科医師だけでなく歯
科衛生士へのメッセージ性が非常に強
い．日常臨床においてインプラント患
者と最も長期的に接点をもつのは，多
くの場合歯科衛生士である．著者は，
インプラントメインテナンスの成否は

「担当 DH の観察力と介入力」に大き
く依存すると繰り返し示唆しており，
その視点には大きな共感を覚える．

　さらに特筆すべきは，エビデンスと
臨床経験のバランス感覚である．イン
プラント周囲炎に関する研究は増加し
ているものの，依然として診断基準や
介入法には議論が多い．本書では，単
なる論文の羅列ではなく，「臨床現場
では実際どう考えるべきか」というリ
アリティのある解釈が提示されてい
る．そのため，大学教育的な堅さでは
なく，チェアサイドに直結する実践書
として読める点が魅力である．
　著者は，メインテナンスは「治療後
サービス」ではなく，「治療そのもの
の一部」であることを明確に示してい
る．本書を読んで改めて感じるのは，
インプラント治療の本当の勝負は埋入
日ではなく，その後の 10 年，20 年に
あるという事実である．オペ技術やデ
ジタル機器が注目される時代だからこ
そ，“地味だが本質的”なメインテナ
ンスの価値を再確認させてくれる．
　本書は，インプラントを行う歯科医
師はもちろん，歯科衛生士，若手臨床
家，さらには医院全体で長期予後を重
視した医療を実践したいすべての歯科
医療従事者にとって，一読に値する書
籍である．華やかなテクニック論では
なく，「患者を長く守る歯科医療とは
何か」を静かに，しかし力強く問いか
ける良書である．


